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研究成果の概要（和文）：新たに開発した献立の実施と受入れ状況と体重減少効果を検討した。
この献立は多くの肥満患者から受け入れられ、体重減少に有用であることが示唆された。現在、
症例を増して継続性と効果を検証している。精神疾患患者の便秘の重症度の評価には、主観に
よる指標よりも超音波による画像情報が有用であることが示唆され、集計作業を進めている。 

 

研究成果の概要（英文）：The patients’ acceptance of the newly developed menu and its 

effectiveness for weight reduction were examined. The cooked meals were accepted by many 

obese patients. It was useful for a weight loss, and we are examining its continuity. For evaluating 

the severity of constipation of the psychiatric patients, the image information by the echography 

was suggested to be more useful than an index by the patients’ subjective feeling.  
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１．研究開始当初の背景 

平成 18 年から精神科 500 床の病院の栄養
サポートチームと共同で栄養障害と肥満、糖
尿病の治療に取り組み、次の知見を得ていた。 

(1) 統合失調症の女性患者の 35％以上が
BMI 25 以上であった (精神保健 52:76,2006)。
運動プログラムは、リバウンドの予防効果が
あった（日本病態栄養学会誌 11:S152,2008）。 

(2) 糖尿食に加え、肥満治療の「低エネル

ギ ー か さ 高 食 (1200kcal 、 熱 量 密 度
0.7kcal/g)」を試みた。炭水化物と脂質を半
分にし、蛋白の必要量 60g/日を維持し、玄米
によりビタミンとミネラルの不足を防いだ。
献立のバリエーションは 90 日分ある。 
この治療食を継続できた患者の 80％以上

は、間食を制限しなくとも体重が減少した
（日本病態栄養学会誌 11:123,2008）。また、
おせち料理などの行事食、麺類やカレーライ
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スは常食と同じものにすることにより継続
性が高まった (日本病態栄養学会誌 12:2009
抄録)。 

(3)非定型抗精神病薬は肥満を誘発可能性
が示唆されているので、内服薬と肥満との関
連を網羅的に検定した。ほぼ全ての患者が 2
剤以上を併用しており、肥満と有意に相関す
る薬剤は少なかった。肥満者の多くが便秘で
あった。 
甘味食品の付加による予備研究では、甘味

が、満腹感あるいは空腹感をもたらし、更に、
便秘の解消にも有用である可能性が示唆さ
れた。消化管粘膜の甘味受容細胞を介した腸
運動刺激作用、および、腸内環境の変化によ
ることが推察された。最近、胃や小腸にも味
覚受容体が発現しており、味刺激によって消
化管サイトカインを放出し単糖吸収の調節
を行っていることが明らかにされ甘味物質
の有用性が分子レベルで裏づけられつつあ
る(Margolskee ら PNAS 104:15075-80, 2007)。
一方、腸内細菌叢の構成によっては、食事エ
ネルギー量と消化管からの吸収エネルギー
量が乖離する。腸内細菌叢の変化の解明は、
肥満、糖尿病および便秘の治療に有用な情報
をもたらす。腸内細菌の過半数は培養不能で
あるが、16S rRNA 遺伝子等の網羅的塩基配列
決定により解析ができる。 
 

２．研究の目的 

一般に広く適用できる、肥満、糖尿病、お
よび便秘の食事療法の確立が目的である。統
合失調症やうつ病と戦っておられる患者の
方々の身体合併症の予防を目指している。 

従来の肥満症や糖尿病のエネルギー制限
食は、ボリュームも減ってしまい満腹感を得
にくく、栄養補助剤の内服を必要とするもの
が多い。今回、低エネルギー密度でありなが
ら、蛋白質、ビタミン、ミネラルが充足し、
満腹感の得られる食事プログラムを完成す
る。これによる体重減少効果、咀嚼回数、食
事時間、間食量の変化および便秘の解消と腸
内環境への影響を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

(1) 「かさ高食 1200kcal/日、1400kcal/
日、1600kcal/日」の食品構成計画を試算し、
現在ある 90 種の献立の糖尿病への適否を明
らかにする。適用可能な献立を給食し血糖の
動き等を調査する。 

(2) 向精神薬内服中の患者の便秘の重症
度を評価する方法を確立する。さらに便秘の
解消に役立つ味物質を探索する。同定した甘
味物質の機能を分子生物学的に解明する。患
者情報と便の収集、凍結保存を行い、将来の
腸内細菌叢の網羅的解析に備える。 

 
４．研究成果 

(1) 市販の献立集：満腹感や容積につい
て考慮され、具体的な献立が公開されたエネ
ルギー制限食の報文やガイドラインは少な
い。今回「かさ高食」を開発するにあたり、
糖尿病や肥満を対象とした市販の1200 kcal/
日、1400kcal/日、1600kcal/日食の献立集合
計 10 冊の栄養価を「五訂増補日本食品成分
表」にもとづき算出した。献立集ごとの平均
値を「日本人の食事摂取基準 2010」および「平
成 20 年度国民健康・栄養調査結果の概要」
の 50 才代男女の値と比較した。6冊には 3～
15 日分の献立が収載されていた。1冊は栄養
成分の記述がなく、マンガンと必須脂肪酸は
いずれにも記載されていなかった。算出エネ
ルギー量は記載値の-41～+11 kcal/日であっ
た。飽和脂肪酸と食塩相当量は目標量や国民
栄養調査結果よりも過剰な献立集があった。
n-3 系不飽和脂肪酸、カルシウム、マグネシ
ウム、鉄、亜鉛、マンガン、ビタミン A は、
推奨量、推定平均必要量あるいは目安量を満
たさない献立集があった。しかし、いずれも
国民健康・栄養調査の結果に近い値であった。 

(2) 病院献立の現状：福岡県内 7病院にお
いて、常食（一般食）および糖尿病食として
提供された 1600kcal/日と 1400kcal/日のエ
ネルギー制限食を検討した。21 日間のエネル
ギー量の平均は、1400kcal/日食で 1,426～
1,504 kcal/日、1600kcal/日食で 1,577～
1,663 kcal/日であった。いずれの病院もマ
グネシウム、亜鉛、ビタミン B6 が推奨量に、
マンガンが目安量に、食物繊維と n-3 系不飽
和脂肪酸が目標量に達していなかった。一部
の病院は、レチノール等量、ビタミン B1、B2、
C、D、E、カリウム、カルシウムが推奨量や
目標量に達していなかった。飽和脂肪酸が上
限値を超え食塩相当量が目標量を上回る病
院もあった。すなわち、エネルギー制限食の
みならず一般食でも、病院管理栄養士が作成
する献立でさえ、不足しやすい栄養素がある
ことが判明した。 

(3) 新たな献立の作成と実施：上述の調査
結果を踏まえ、低エネルギーでありながら常
食(1900kcal/日)と同等の満腹感が得られる
献立を試作した。蛋白質は 60g/日を確保し、
食材だけでのビタミン、ミネラルの充足を条
件とした。複数の献立を試算し、野菜の増量
と玄米の活用により 1200kcal/日(20kcal/日
/kg 標準体重)までの制限であれば食事設計
が可能であった。なお、1200kcal/日を下回
るエネルギー量では日常食としての献立（サ
プリメントを用いない）は困難であった。 
統合失調症による長期入院中の肥満患者

を対象にこの食事の効果を検討した。その結
果、間食を制限しなくとも 1年後に有意な減
量効果が得られ更に 1年後の有意なリバウン
ドはなかった。この献立は、多くの方から受
け入れられるものであり、かつ、体重減少に



 

 

有用であることが示唆された。現在、症例を
増して継続性と効果を検証している。 

(4) 向精神薬内服中の患者の便秘の重症
度の評価には本人の主観による指標よりも、
超音波による画像情報が有用であることが
示唆され、現在、集計作業を進めている。 

(5) 女子大学生 1,059人を対象として精神
的健康パターン診断検査とともに食物摂取
頻度調査を実施した。その結果、高ストレス
群の菓子および嗜好飲料（甘味）の摂取量が
多かった。この結果に排便状況に関する情報
を合わせた解析を進めている。 

(6) 精神疾患のある肥満患者の腸内細菌
叢の網羅的解析に備えて身体情報と便の収
集と登録作業を進めている。 
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